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１．研究計画の概要 

(1) 本研究の目的は、児童・生徒の学習内容

についての意味の理解を促進し、算数・数学

を学習や生活等で活用する能力を向上させ

る学習指導方法を開発することである。 
研究の目的を達成するために、４年間の研

究期間で次の①～⑤の内容を実施する予定

である。 
①「学習内容についての意味の理解」に焦点

を当て、教師の指導状況、児童・生徒の学

習状況の実態やそれらの間の関係を明ら

かにし、教師の指導及び児童・生徒の学習

の改善すべき点を明確化する。 
②①で明らかにした改善すべき点を基に、新

しい学習指導方法を開発する。 
③開発した学習指導方法を協力校で実践し、

有効性を科学的に検証する。 
④小学校・中学校等の教員が新しい学習指導

方法を導入しやすいように、学習指導方法

の指導手順・指導資料等について詳細に記

した「教師用指導書」を作成する。 
⑤開発した学習指導方法の小学校算数・中学

校数学の授業への適用と成果の検証を行

う。 
(2) さらに、本研究の成果を現職教員、大学

生、大学院生の資質向上に役立て、教育の質

の向上を図る。 
 
２．研究の進捗状況 

研究実施計画に基づき、平成19年度～21

年度は、次のような研究を行った。 

(1) 平成19年度は、「学習内容についての意

味の理解」に焦点を当て、教師の指導状況、

児童・生徒の学習状況の実態を調査し、教師

の指導及び児童・生徒の学習の改善すべき点

を明確化した。実施内容は次の通りである。 

① 教師の指導状況、児童・生徒の学習状況

についての調査 

② 教師の指導状況、児童・生徒の学習状況

についての関連分析 

③ 「学習内容についての意味の理解」に焦

点を当てた指導・学習の改善点の明確化 

その結果、教師、児童・生徒とも新しく

学習する内容を既習の内容とうまく関連さ

せることができていないという課題がある

ことが判明した。 

(2) 平成20年度は、学習内容についての意味

の理解に焦点を当てた学習指導方法の開発に

関する研究を重点的に行った。実施内容は次

の通りである。 

① 学習内容の意味の理解に焦点を当てた学

習指導方法の開発 

② 開発した授業実践モデルを小・中学校の

授業に適用するための教材開発 

③ 開発した授業実践モデル・教材を用いた

公立小・中学校における授業実践 
④ 開発した授業実践モデル・教材の学習内

容の意味の理解に対する有効性の調査・分

析 
 その結果、開発した授業実践モデル・教

材は、学習者が学習内容を統合して捉える

力を高め、算数・数学に対する興味・関心

を高める効果があることが分かった。 

(3) 平成21年度は、開発した学習指導法の

有効性の科学的検証に焦点を当てた研究を

重点的に行った。実施内容は、次の通りであ

る。 

① 開発した学習指導方法の活用力の向上に

対する有効性の検証 
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② 学習指導方法の改善 

③ 開発した指導方法と一体化した評価方法

の開発 
その結果、算数・数学の問題解決のうえで

児童生徒がもつ固定観念が活用力・創造性等

の発揮の阻害要因になっていることが考え

られた。そこで、固定観念を転換する課題の

導入によって学習指導方法の改善を図った。  
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

平成 19 年度～21 年度は、当初計画した研

究目的を達成するための具体的な研究計

画・方法の通り、①教師の指導及び児童・生

徒の学習の改善すべき点を明確化すること、

②新しい学習指導方法を開発すること、③開

発した学習指導方法の有効性の検証をする

ことが実行できた。現在のところ、研究目的

の達成に順調に近づいている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 平成 22 年度は、まず、確立した学習指導

方法について、学校現場で教員が通常の教科

書に沿った授業に導入しやすいように、学習

指導方法の指導手順・指導方法について説明

した「教師用指導書」の編纂を行う。また、

作成した「教師用指導書」を用いて学習指導

方法普及のための研修会等を開催する。最後

に、平成 19 年度から平成 22 年度の一連の研

究の成果を検証する。 

 

５. 代表的な研究成果 
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